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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成21年4月2日(2009.4.2)

【公表番号】特表2001-520942(P2001-520942A)
【公表日】平成13年11月6日(2001.11.6)
【出願番号】特願2000-517821(P2000-517821)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｐ  15/04     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/03     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/10     (2006.01)
   Ｃ３０Ｂ  29/52     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ   5/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｐ  15/04    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  19/03    　　　Ｈ
   Ｃ２２Ｆ   1/10    　　　Ｈ
   Ｃ３０Ｂ  29/52    　　　　
   Ｆ０１Ｄ   5/28    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【特許請求の範囲】
　　　【請求項１】
　複数のスーパーアロイでなすセグメントを各々鋳造し、
　隣接するセグメントの界面となる表面を調製し、
　これらのセグメントを結合領域おいて結合媒体により結合し、
　結合したセグメントを第１の温度で加熱した後、第１の温度より低い第２の温度で加熱
して析出熱処理することにより、析出熱処理したセグメント間の結合領域が実質的に再結
晶しないようにしたステップより成るスーパーアロイ鋳物の結合方法。
　　　【請求項２】 
　結合したセグメントの析出熱処理前に、結合したセグメントを溶体化熱処理するステッ
プをさらに含む請求項１の方法。
　　　【請求項３】
　スーパーアロイの少なくとも１つのセグメントが単結晶スーパーアロイより成る請求項
１の方法。
　　　【請求項４】 
　単結晶スーパーアロイがニッケル系である請求項３の方法。
　　　【請求項５】 
　単結晶ニッケル系スーパーアロイが、６．６重量パーセントのＣｒ、９．６重量パーセ
ントのＣｏ、５．５重量パーセントＡｌ、１重量パーセントＴｉ、０．６重量パーセント
のＭｏ、６．５重量パーセントのＴａ、６．４重量パーセントＷ、３重量パーセントのＲ
ｅ、０．９重量パーセントのＨｆより成り、残量がＮｉである請求項４の方法。
　　　【請求項６】 
　スーパーアロイの少なくとも１つの別のセグメントが、単結晶ニッケル系スーパーアロ
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イに結合される多結晶ニッケル系スーパーアロイより成る請求項４の方法。
　　　【請求項７】 
　スーパーアロイの少なくとも１つの別のセグメントが、単結晶ニッケル系スーパーアロ
イに結合される方向性凝固ニッケル系スーパーアロイより成る請求項４の方法。
　　　【請求項８】 
　方向性凝固ニッケル系スーパーアロイが、８．１重量パーセントのＣｒ、９．２重量パ
ーセントのＣｏ、５．６重量パーセントのＡｌ、０．７重量パーセントＴｉ、０．５重量
パーセントのＭｏ、３．２重量パーセントＴａ、９．５重量パーセントのＷ、１．４重量
パーセントＨｆ、０．０１５重量パーセントのＺｒ、０．０１５重量パーセントＢ、０．
０７重量パーセントのＣより成り、残量がＮｉである請求項７の方法。
　　　【請求項９】 
　隣接するセグメントの界面となる表面を０．００２５ｃｍ以下の寸法公差で調製するス
テップをさらに含む請求項１の方法。
　　　【請求項１０】 
　隣接するセグメントの界面となる表面を電気放電加工により調製するステップをさらに
含む請求項１の方法。
　　　【請求項１１】 
　隣接するセグメント間の結合領域の平面全体にほぼ垂直な方向に延びる余分の材料を結
合表面間に用意し、
　隣接するセグメントの界面となる表面から余分の材料を除去することにより調製するス
テップをさらに含む請求項１の方法。
　　　【請求項１２】 
　結合媒体がスーパーアロイの少なくとも１つのセグメントと組成が類似する材料より成
り、融点抑制剤を含む請求項１の方法。
　　　【請求項１３】 
　融点抑制剤がホウ素より成る請求項１２の方法。
　　　【請求項１４】 
　結合媒体が結合用フォイルより成る請求項１２の方法。
　　　【請求項１５】 
　スーパーアロイの少なくとも１つのセグメントが単結晶ニッケル系スーパーアロイより
成り、単結晶ニッケル系スーパーアロイのセグメントと、それに隣接するスーパーアロイ
のセグメントとの間の結合領域が単結晶ニッケル系スーパーアロイのセグメントと実質的
に同じ微細構造を有する請求項１の方法。
　　　【請求項１６】 
　スーパーアロイの少なくとも１つのセグメントが単結晶ニッケル系スーパーアロイより
成り、単結晶ニッケル系スーパーアロイのセグメントと、それに隣接するスーパーアロイ
のセグメントとの間の結合領域が単結晶ニッケル系スーパーアロイのセグメントと実質的
に同じ化学的組成を有する請求項１の方法。
　　　【請求項１７】 
　隣接するスーパーアロイのセグメントのうち少なくとも２つが単結晶ニッケル系スーパ
ーアロイより成り、ニッケル系スーパーアロイの単結晶の結晶方向が互いに２０度以内で
整列している請求項１の方法。
　　　【請求項１８】 
　隣接するスーパーアロイのセグメントのうち少なくとも２つが単結晶ニッケル系スーパ
ーアロイより成り、ニッケル系スーパーアロイの単結晶の結晶方向が互いに１５度以内で
整列している請求項１の方法。
　　　【請求項１９】 
　隣接するスーパーアロイのセグメントのうち少なくとも２つが単結晶ニッケル系スーパ
ーアロイより成り、ニッケル系スーパーアロイの単結晶の結晶方向が互いに１０度以内で
整列している請求項１の方法。
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　　　【請求項２０】 
　結合したセグメントが、３０．４８ｃｍ（１２インチ）より大きい全長と、１０２ｍｍ
（４インチ）より大きい全幅と、７．９３ｍｍ（５／１６インチ）より大きい全厚を有す
る請求項１の方法。
　　　【請求項２１】 
　結合したセグメントがタービン翼を構成する請求項１の方法。
　　　【請求項２２】 
　単結晶スーパーアロイでなす少なくとも２つのセグメントを結合し、
　結合した単結晶スーパーアロイのセグメントを溶体化熱処理し、
　多結晶スーパーアロイでなす少なくとも１つのセグメントを溶体化熱処理した前記単結
晶スーパーアロイのセグメントのうち少なくとも１つのセグメントに結合領域において結
合し、
　結合した単結晶及び多結晶スーパーアロイのセグメントを第１の温度で加熱した後、第
１の温度より低い第２の温度で加熱して析出熱処理することにより、析出熱処理したセグ
メント間の結合領域が実質的に再結晶しないように且つ結合領域のγ／γ´微細構造が最
適化されるようにしたステップより成るスーパーアロイ鋳物の結合方法。
　　　【請求項２３】 
　単結晶及び多結晶スーパーアロイがニッケル系である請求項２２の方法。
　　　【請求項２４】 
　単結晶ニッケル系スーパーアロイが、６．６重量パーセントのＣｒ、９．６重量パーセ
ントのＣｏ、５．５重量パーセントＡｌ、１重量パーセントＴｉ、０．６重量パーセント
のＭｏ、６．５重量パーセントのＴａ、６．４重量パーセントＷ、３重量パーセントのＲ
ｅ、０．９重量パーセントのＨｆより成り、残量がＮｉである請求項２３の方法。
　　　【請求項２５】 
　多結晶ニッケル系スーパーアロイが、８．１重量パーセントのＣｒ、９．２重量パーセ
ントのＣｏ、５．６重量パーセントのＡｌ、０．７重量パーセントＴｉ、０．５重量パー
セントのＭｏ、３．２重量パーセントＴａ、９．５重量パーセントのＷ、１．４重量パー
セントＨｆ、０．０１５重量パーセントのＺｒ、０．０１５重量パーセントＢ、０．０７
重量パーセントのＣより成り、残量がＮｉである請求項２４の方法。
　　　【請求項２６】 
　単結晶スーパーアロイの単結晶の結晶方向が互いに２０度以内で整列している請求項２
２の方法。
　　　【請求項２７】 
　結合したセグメントが、３０．４８ｃｍ（１２インチ）より大きい全長と、１０２ｍｍ
（４インチ）より大きい全幅と、７．９３ｍｍ（５／１６インチ）より大きい全厚を有す
る請求項２２の方法。
　　　【請求項２８】 
　結合したセグメントがタービン翼を構成する請求項２２の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　　【０００６】
　　【発明の概要】
　本発明によると、複数のスーパーアロイでなすセグメントを各々鋳造し、隣接するセグ
メントの界面となる表面を調製し、これらのセグメントを結合領域おいて結合媒体により
結合し、結合したセグメントを第１の温度で加熱した後、第１の温度より低い第２の温度
で加熱して析出熱処理することにより、析出熱処理したセグメント間の結合領域が実質的
に再結晶しないようにしたステップより成るスーパーアロイ鋳物の結合方法が提供される
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。
　本発明によると、単結晶スーパーアロイでなす少なくとも２つのセグメントを結合し、
結合した単結晶スーパーアロイのセグメントを溶体化熱処理し、多結晶スーパーアロイで
なす少なくとも１つのセグメントを溶体化熱処理した前記単結晶スーパーアロイのセグメ
ントのうち少なくとも１つのセグメントに結合領域において結合し、結合した単結晶及び
多結晶スーパーアロイのセグメントを第１の温度で加熱した後、第１の温度より低い第２
の温度で加熱して析出熱処理することにより、析出熱処理したセグメント間の結合領域が
実質的に再結晶しないように且つ結合領域のγ／γ´微細構造が最適化されるようにした
ステップより成るスーパーアロイ鋳物の結合方法をも提供される。
　本発明の一実施例によると、単結晶ニッケル系スーパーアロイの結合に母材と同じ組成
の結合用フォイルを使用するが、このフォイルはその融点を低下させるために約１乃至約
３重量パーセントのホウ素のような融点抑制剤を別に含んでいる。結合用フォイルの主要
元素組成は母材に近く、このため凝固後結合領域にわたってほぼ均一な化学的分布が得ら
れる。結合プロセスは、フォイルの融点よりも高いが合金のマクロな融点よりも、例えば
約１００乃至１５０°Ｆ低い温度で等温的に行われる。結合熱サイクルは、固相拡散によ
りホウ素を結合界面から離れる方向に分散させ、それにより、局部的な融点を上昇させて
その材料を従来の単結晶熱処理法に適するものにするに十分な程度行う。この方法を用い
ることにより、ＣＭＳＸ－４等のような単結晶合金を結合することができる。
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